する。 だからし ない。 君 は なぜ 寮 雨 をす る？」 僕 答う- 

「人に されても 僕 は 迷惑し ない、 だからす る ご 恒藤は 

まかない 

又 賄 征伐 をせ ず。 皿 を 破り 飯櫃 を投 ぐる は 僕 も 亦 能 

くせざる 所な り。 僕 問う。 「君 は なぜ 賄 征伐 をし な 

い？」 恒藤 答う。 「無用に 器物 を 毀す の は 悪い と 思う 

から。 —— 君 は なぜし ない？」 僕 答う。 「しないの じ や 

ない、 出来ない の だ ご 

今 恒藤は 京都 帝国 大学に シ ユタ ムラ ァ とか ラスクと 

か を 講じ、 僕 は 東京に 文 を 売る。 相 見る 事 一年に 一両 

度の み。 昔 一高の 校庭なる 菩提樹 下 を 逍遥しつつ、 談 

笑して 倦 まざりし 朝暮を 思えば、 瞜 旧の 晴 に 堪えざる 
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